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調査で判明した
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農水省の補助事業を活用した
ふるさと納税のイメージ
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静岡

山梨

静岡

（焼津市浜当目）
静岡大の調査地点
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誘
導
せ
ず

大
切

「
子
ど
も
を
ま
る
ご
と
受
け

止
め
る
」
と
い
う
相
沢
治
さ
ん

の
言
葉
が
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
悲
観
的
な
考
え
を
否
定
し

た
り
、
無
理
に
楽
観
的
な
方
向

に
誘
導
し
た
り
し
な
い
こ
と
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
将
来

は
ま
ち
づ
く
り
で
被
災
地
の
復

興
に
関
わ
り
、
地
域
の
笑
顔
を

増
や
し
た
い
と
思
い
ま
す
。（
東

松
島
市
・
東
北
工
大
３
年
・
三

浦
七
海
さ
ん
・

歳
）

自
立
意
識
し
支
援

大
橋
雄
介
さ
ん
は
「
被
災
者

に
も
役
割
を
」と
話
し
ま
し
た
。

被
災
者
が
で
き
る
こ
と
を
す
る

こ
と
で
、
自
分
は
必
要
と
さ
れ

て
い
る
と
い
う
気
持
ち
や
、
悲

し
み
か
ら
抜
け
出
そ
う
と
す
る

意
欲
を
促
す
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
自
立
に
向
け
、
与
え
る

だ
け
で
は
な
い
支
援
が
必
要
だ

と
思
い
ま
し
た
。
（
仙
台
市
青

葉
区
・
東
北
大
２
年
・
軽
部
勇

樹
さ
ん
・

歳
）

震災後、子どもたちに勉強を教えるアスイクの学
習支援ボランティア‖2011年７月、仙台市若林区
伊在の仮設住宅団地集会所

メ

モ

３
１
１
「
伝
え
る
／
備
え
る
」
次
世
代
塾
を
運
営

す
る
推
進
協
議
会
の
構
成
団
体
は
次
の
通
り
。
河
北
新
報
社
、

東
北
福
祉
大
、
仙
台
市
、
東
北
大
、
宮
城
教
育
大
、
東
北
学
院

大
、
東
北
工
大
、
宮
城
学
院
女
子
大
、
尚
絅
学
院
大
、
仙
台
白

百
合
女
子
大
、
宮
城
大
、
仙
台
大
、
学
都
仙
台
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
、
日
本
損
害
保
険
協
会
、
み
ち
の
く
創
生
支
援
機
構
。
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抹

受
講
生
の
声

子
ら

ケ
ア
息
長
く

被
災
者
と
信
頼
構
築

重
要

東
日
本
大
震
災
の
伝
承
と
防

災
の
担
い
手
育
成
を
目
的
に
河

北
新
報
社
な
ど
が
開
く
通
年
講

座
「
３
１
１
『
伝
え
る
／
備
え

る
』
次
世
代
塾
」
第
４
期
は
８

月
、
第
４
回
講
座
を
ウ
ェ
ブ
配

信
し
た
。
「
子
ど
も
の
心
の
ケ

ア
」
を
テ
ー
マ
に
２
人
の
講
師

が
講
義
を
し
た
。

生
活
困
窮
世
帯
へ
の
支
援
や

子
ど
も
食
堂
の
運
営
な
ど
に

取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ス
イ

ク
（
仙
台
市
）
は
震
災
発
生
後
、

避
難
所
や
仮
設
住
宅
の
子
ど

も
た
ち
に
勉
強
を
教
え
た
。
代

表
理
事
大
橋
雄
介
さ
ん

は

「
学
習
支
援
は
課
題
発
見
の

入
り
口
に
も
な
る
。
被
災
者
と

信
頼
関
係
を
築
く
と
『
こ
う
い

う
こ
と
に
困
っ
て
い
て
…
』
と

話
し
て
く
れ
る
」
と
振
り
返
っ

た
。震

災
を
契
機
に
、
以
前
は
見

え
に
く
か
っ
た
子
ど
も
や
家
庭

の
問
題
が
、
避
難
所
や
仮
設
住

宅
で
表
面
化
し
た
と
い
う
。「
日

頃
か
ら
生
活
基
盤
の
弱
い
人
た

ち
が
困
ら
な
い
社
会
を
つ
く
っ

て
お
く
こ
と
が
、
有
事
の
際
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
に
な

る
」
と
訴
え
た
。

親
を
亡
く
し
た
遺
児
・
孤
児

を
支
援
す
る
、
あ
し
な
が
育
英

会
の
グ
リ
ー
フ
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
相
沢
治
さ
ん

は
、
喪
失
体
験
を
し
た
子
ど
も

の
反
応
を
説
明
し
た
。
悲
し
み

や
怒
り
、
不
安
の
様
子
を
示
す

ほ
か
、
は
し
ゃ
い
だ
り
乱
暴
に

な
っ
た
り
す
る
こ
と
に
つ
い
て

「
病
気
や
異
常
で
は
な
く
健
全

な
反
応
だ
」
と
述
べ
た
。

よ
り
良
い
支
援
者
で
い
る
た

め
に
自
分
自
身
を
ケ
ア
す
る
こ

と
の
重
要
性
も
指
摘
し
、
「
誰

か
を
大
事
に
し
よ
う
と
思
っ
た

ら
、
ま
ず
自
分
の
体
や
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
を
大
事
に
し
て
ほ
し

い
。
長
く
子
ど
も
の
支
援
を
続

け
る
に
は
、
自
分
の
心
身
が
健

康
で
な
く
て
は
い
け
な
い
」
と

呼
び
掛
け
た
。
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◇
サ
イ
ズ

キ
ャ
ビ
ネ
か
２
Ｌ
判
プ
リ
ン
ト
。
写
真
の
上
下
、
簡
単
な

説
明
と
撮
影
日
、
場
所
（
市
町
村
名
）
を
明
記
◇
宛
先

〒
９
８
０
｜
８

６
６
０
河
北
新
報
社
紙
面
管
理
部
「
写
真
」
係
◇
記
入
事
項

郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
◇
注
意
点

写
真

は
お
返
し
で
き
ま
せ
ん
。
掲
載
分
に
は
薄
謝
を
進
呈
し
ま
す
。

巨大電波望遠鏡で宇宙探索
￥
＄
¢

山梨県
南牧村

′
″
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◇市長選

２日 美 作 岡 山 萩原 誠司 ③無

☆福 山 広 島 枝広 直幹 ②無 自・立・国・公

☆那珂川 福 岡 武末 茂喜 ②無

９日 三 原 広 島 岡田 吉弘 ①無 自

安芸高田 広島 石丸 伸二 ①無

日☆登 別 北海道 小笠原春一 ④無

日☆岩見沢 北海道 松野 哲 ③無

箕 面 大 阪 上島 一彦 ①諸

日 五 島 長 崎 野口市太郎 ③無 自・公

【注】投票日 ☆は無投票当選確定日 、氏名、年齢、当選回

数、党派別、推薦・支持政党の順。

又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又
◇９月の選挙（日付は投票日）

【市長選】６日‖有田（和歌山）▷ 日‖伊勢原、座間（神

奈川）甲 （山梨）摂津（大阪）▷ 日‖富津（千

葉）高梁（岡山）

全壊確率 秒 診断
地震 害ウェブ 予測

全壊と出火の確率診断画面
日本損害保険協会提供

防

科
研
×

損
保
協
会

防
災
科
学
技
術
研
究
所
（
茨

城
県
）
と
日
本
損
害
保
険
協
会

は

日
ま
で
に
、

年
以
内
に

大
地
震
が
起
き
る
確
率
と
そ
の

場
合
の
建
物
全
壊
の
確
率
、
停

電
や
断
水
の
予
測
期
間
な
ど
が

す
ぐ
分
か
る「
地
震

秒
診
断
」

を
ウ
ェ
ブ
上
で
公
開
し
た
。
住

所
を
入
力
す
れ
ば
国
内
各
地
の

状
況
が
分
か
る
仕
組
み
。
地
震

後
の
生
活
を
具
体
的
に
イ
メ
ー

ジ
し
、
備
え
て
も
ら
う
こ
と
を

狙
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
共
同
通
信
社
の
あ

る
「
東
京
都
港
区
東
新
橋
１
丁

目
７
、
震
度
６
強
」
で
調
べ
る

と

年
以
内
に
地
震
が
起
き
る

確
率
は

％
、
停
電
５
日
間
、

ガ
ス
停
止

日
間
、
断
水

日

間
と
表
示
さ
れ
る
。
全
壊
と
出

火
の
確
率
は

・
１
％
、
０
・

６
％
。

地
震
の
確
率
は
防
災
科
研
の

研
究
か
ら
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

復
旧
日
数
は
過
去
の
事
例
を
参

考
に
算
出
し
た
。

震
度
は「
５
弱
」か
ら
「
７
」

ま
で
の
５
段
階
か
ら
選
べ
る

が
、
確
率
が

年
以
内
３
％
に

満
た
な
い
場
合
は
選
択
で
き
な

い
。
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
の
復

旧
速
度
は
３
段
階
で
設
定
で
き

る
。
い
ず
れ
も
火
事
が
起
き
や

す
い
冬
の
午
後
６
時
の
地
震
を

想
定
し
て
い
る
。

駿
河
湾

海
底

滑
り
被

増
も

南 トラフ

⊂⊂⊇
∪
∪
∧⊂⊂ ∩

∪
∪

⊃

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

東
海
沖
か
ら

九
州
沖
の
海
底
に
延
び
る
溝
状
の
地
形

（
ト
ラ
フ
）
に
沿
っ
て
発
生
す
る
地
震
。
東
海
、

東
南
海
、
南
海
の
三
つ
の
震
源
域
が
連
動
す
る

と
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
９
ク
ラ
ス
に
達
し
、

㍍
超
の
津
波
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
。

政
府
は
最
大
で
死
者

万
人
以
上
と
推
計
し
て

お
り
、
津
波
避
難
施
設
の
整
備
や
建
物
の
耐
震

化
と
い
っ
た
対
策
を
進
め
て
い
る
。
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和
牛
や
ホ
タ
テ
、
増
量
し
て

お
届
け
し
ま
す
｜
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
売
り
上
げ
が

落
ち
込
む
特
産
品
の
販
売
を
支

援
す
る
農
林
水
産
省
の
事
業
を

活
用
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
通

常
は
認
め
ら
れ
な
い
分
量
の
返

礼
品
を
贈
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

波
紋
を
広
げ
て
い
る
。
国
が
制

度
の
「
抜
け
道
」
を
用
意
し
た

形
で
、
一
部
の
自
治
体
か
ら
は

「
返
礼
品
の
規
制
を
形
骸
化
す

る
も
の
だ
」
と
疑
問
の
声
が
上

が
っ
て
い
る
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
外

食
産
業
の
需
要
が
落
ち
込
み
、

牛
肉
や
果
物
、
魚
介
類
な
ど
の

特
産
品
が
行
き
場
を
失
っ
て
い

ま
す
。
生
産
者
を
応
援
す
る
た

め
に
も
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
必

要
で
す
」
。
ふ
る
さ
と
納
税
仲

介
サ
イ
ト
大
手
「
ふ
る
さ
と
チ

ョ
イ
ス
」
上
で
７
月
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
始
ま
っ
た
。
関
係
者

に
よ
る
と
、
他
の
仲
介
サ
イ
ト

で
も
同
様
の
企
画
を
検
討
す
る

動
き
が
あ
る
。

事
業
は
特
定
の
農
林
水
産
物

を
扱
う
生
産
者
団
体
や
地
域

協
議
会
な
ど
に
仕
入
れ
代
金
の

半
額
を
農
水
省
が
補
助
し
、
結

果
的
に
自
治
体
の
調
達
費
が

低
く
抑
え
ら
れ
る
仕
組
み
。
広

告
会
社
の
博
報
堂
が
実
施
主
体

と
な
り
、
事
業
計
画
の
審
査
や

補
助
金
の
交
付
を
担
っ
て
い

る
。昨

年
６
月
に
始
ま
っ
た
ふ
る

さ
と
納
税
の
新
制
度
は
、
過
度

な
寄
付
獲
得
競
争
を
是
正
す
る

た
め
法
改
正
に
よ
り
自
治
体
の

返
礼
品
の
調
達
費
を
「
寄
付
額

の
３
割
以
下
」
と
規
制
し
た
。

だ
が
国
の
補
助
金
は
対
象
外

で
、
事
業
を
活
用
す
れ
ば
、
寄

付
額
の
実
質
３
割
を
超
え
る
品

を
贈
る
こ
と
が
で
き
る
。

九
州
地
方
の
あ
る
自
治
体
は

１
万
円
の
寄
付
に
対
す
る
返
礼

品
の
牛
肉
を
通
常
の
３
０
０
㌘

か
ら
６
０
０
㌘
に
増
量
し
た
と

こ
ろ
、
前
後
で
寄
付
件
数
が

倍
以
上
に
跳
ね
上
が
っ
た
。
担

当
者
は
「
寄
付
額
が
伸
び
た
の

は
あ
り
が
た
い
が
、
国
が
返
礼

率
を
操
作
す
る
よ
う
な
施
策
が

本
当
に
良
い
の
か
」
と
複
雑
な

心
境
を
語
る
。

一
方
、
新
制
度
の
下
で
寄
付

額
が
前
年
の
半
分
以
下
に
落
ち

込
ん
だ
近
畿
地
方
の
自
治
体
の

幹
部
は
「
コ
ロ
ナ
で
苦
し
い
状

況
は
ど
こ
も
同
じ
。
農
林
水
産

物
が
豊
富
な
一
部
の
地
域
だ
け

が
優
遇
さ
れ
、
寄
付
金
が
流
れ

る
の
は
納
得
い
か
な
い
」
と
憤

っ
た
。

専
門
家
も
懸
念
を
示
し
て
い

る
。
早
稲
田
大
の
小
原
隆
治
教

授
（
地
方
自
治
）
は
「
ふ
る
さ

と
納
税
は
自
治
体
間
で
寄
付
金

を
取
り
合
う
こ
と
が
前
提
の
制

度
。
補
助
事
業
を
活
用
す
る
こ

と
で
不
当
な
寄
付
獲
得
競
争
が

再
燃
す
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
指

摘
す
る
。

農
水
省
の
担
当
者
は
「
目
的

は
生
産
者
の
支
援
で
、
法
的
に

問
題
な
い
こ
と
は
（
制
度
を
所

管
す
る
）
総
務
省
に
も
確
認
し

て
い
る
。
参
加
す
る
事
業
者
や

仲
介
サ
イ
ト
の
運
営
会
社
に
は

過
度
に
お
得
さ
を
強
調
し
な
い

よ
う
指
導
し
て
い
る
」
と
話
し

た
。
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悲観ムード当局ピリピリ

中
国
が
来
夏
の
東
京
五
輪
の
行
方
を
注
視
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
で
中
止
と
な
れ
ば
、
約
半
年
後
に
予
定
さ
れ
る
北
京
冬
季
五
輪
に
も
影
響
す

る
の
は
必
至
で
、
両
大
会
は
「
一

い
ち

蓮
れ
ん

托
た
く

生
し
ょ
う

」
の
運
命
に
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
た
め
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
国
際
社
会
で
中
国
へ
の
逆
風
が
吹
く
中
、

当
局
は
悲
観
的
な
ム
ー
ド
が
国
内
外
で
広
が
ら
な
い
よ
う
神
経
を
と
が
ら
せ
て

い
る
。

建
設
が
進
む
北
京
冬
季
五
輪
の
選
手
村
‖
８
月

北

京
市
延
慶
区

新
華
社
‖
共
同

計
画
通

復

「
選
手
村
の
基
礎
工
事
完
了
」

中
国
紙

。

８
月

日
、
北
京
市
北
部
、
延
慶
区
の
冬
季
五

輪
の
選
手
村
が
公
開
さ
れ
、
市
幹
部
は
年
末
ま

で
に
完
成
さ
せ
る
と
強
調
し
た
。
会
場
予
定
地

付
近
の
塔
に
表
示
さ
れ
た
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の

タ
イ
マ
ー
に
は
、
５
０
０
日
余
り
と
な
っ
た
開

幕
ま
で
の
日
数
が
と
も
る
。
中
国
は
関
連
施
設

の
整
備
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
で

中
断
し
て
い
た
テ
ス
ト
大
会
な
ど
を
順
次
再
開

さ
せ
る
方
針
だ
。

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
の

古
参
委
員
で
あ
る
パ
ウ
ン
ド
氏
（
カ
ナ
ダ
）
は

７
月
、
東
京
五
輪
が
中
止
と
な
れ
ば
、
２
０
２

２
年
２
月
の
北
京
五
輪
も
開
催
が
困
難
に
な
る

と
の
見
解
を
示
し
た
。
中
国
外
務
省
の
汪
文
斌

副
報
道
局
長
は
記
者
会
見
で
こ
れ
に
関
し
「
わ

れ
わ
れ
は
東
京
五
輪
が
予
定
通
り
開
か
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
上
で
「
北
京

冬
季
五
輪
の
準
備
作
業
は
計
画
通
り
順
調
に
進

ん
で
い
る
」
と
主
張
し
た
。

中
国
メ
デ
ィ
ア
は
パ
ウ
ン
ド
氏
の
見
解
を
控

え
め
に
伝
え
、
一
部
の
関
連
記
事
は
削
除
さ
れ

た
。
五
輪
で
国
威
発
揚
を
狙
う
当
局
が
、
開
催

の
雰
囲
気
に
水
が
差
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
報

道
を
規
制
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

年
の
北
京
夏
季
五
輪
で
は
「
一
つ
の
世
界

一
つ
の
夢
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
経
済

発
展
を
実
現
し
た
中
国
が
世
界
と
融
合
す
る
姿

を
演
出
し
た
。
習
近
平
指
導
部
は
次
の
冬
季
五

輪
で
、
高
速
大
容
量
の
第
５
世
代
（
５
Ｇ
）
移

動
通
信
シ
ス
テ
ム
や
環
境
分
野
で
の
先
端
技
術

を
駆
使
し
、
新
時
代
の
国
際
社
会
の
先
頭
に
立

つ
決
意
を
誇
示
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

た
だ
新
型
コ
ロ
ナ
拡
大
を
き
っ
か
け
に
、
世

界
の
中
国
を
見
る
目
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
。
中
国
が
香
港
へ
の
統
制
を
強
め
て
民
主
主

義
を
脅
か
し
た
こ
と
も
加
わ
り
、
不
満
を
爆
発

さ
せ
た
米
政
権
は
攻
撃
の
矛
先
を
中
国
の
政
治

体
制
に
向
け
、
欧
州
な
ど
で
も
中
国
企
業
の
製

品
を
排
除
す
る
動
き
が
出
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
ま
ま
冬
季
五
輪
を
迎
え
れ

ば
、
中
国
が
掲
げ
る
「
精
彩
を
放
ち
、
非
凡
で
、

卓
越
し
た
盛
大
な
大
会
」
（
習
国
家
主
席
）
の

理
想
か
ら
ほ
ど
遠
い
も
の
に
な
り
か
ね
な
い
。

開
幕
ま
で
に
コ
ロ
ナ
克
服
と
国
際
社
会
の
信
頼

回
復
を
図
れ
る
か
、
厳
し
い
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

が
続
く
。

（
北
京
共
同
）

７
月
宿
泊

56
％

減

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
効
果
限
定
的

観
光
庁
が

日
公
表
し
た
７

月
の
宿
泊
旅
行
統
計
（
１
次
速

報
）に
よ
る
と
、国
内
の
旅
館
、

ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
人
は
前
年

同
月
比

・
４
％
減
の
延
べ
２

２
５
８
万
人
だ
っ
た
。
６
月
の

・
９
％
減
よ
り
回
復
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
大
幅
な
落
ち
込

み
が
続
い
て
い
る
。

政
府
は
７
月

日
、
旅
行
業

界
を
支
援
す
る
「
Ｇ
ｏ

Ｔ
ｏ

ト
ラ
ベ
ル
」
を
ス
タ
ー
ト
し

た
が
、
東
京
都
発
着
旅
行
の
除

外
な
ど
、
直
前
ま
で
混
乱
。
７

月
は
対
象
期
間
が
短
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
効
果
は
限
ら
れ
た
。

観
光
庁
担
当
者
は
「
統
計
に
反

映
さ
れ
る
の
は
８
月
分
か
ら
だ

ろ
う
」
と
話
し
て
い
る
。

宿
泊
者
の
内
訳
は
、
日
本
人

が
２
２
２
６
万
人
で

・
７
％

減
。
外
国
人
は

万
人
で

・

０
％
減
と
な
り
、
入
国
制
限
に

よ
る
訪
日
客
激
減
が
響
い
た
。

宿
泊
施
設
の
客
室
稼
働
率
は

前
年
同
月
比

・
９
㌽
減
の

・
４
％
だ
っ
た
。
種
類
別
は
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

・
５
％
、
シ

テ
ィ
ー
ホ
テ
ル

・
４
％
、
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

・
４
％
、
旅

館

・
４
％
。

◇
出
入
国
在
留
管
理
庁
（
１
日
）
仙
台

出
入
国
在
留
管
理
局
長
（
出
入
国
在
留
管

理
庁
出
入
国
管
理
課
長
）
木
村
久
義

▼
開
示
対
象
に
電
話
番
号
追
加

総
務
省
は

日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
誹
謗
（
ひ
ぼ
う
）
中
傷
を
受

け
た
被
害
者
が
匿
名
の
投
稿
者
の
身

元
を
迅
速
に
特
定
し
や
す
く
す
る
た

め
、
情
報
開
示
対
象
に
投
稿
者
の
電

話
番
号
を
追
加
す
る
省
令
改
正
を
行

い
、
即
日
施
行
し
た
。
会
員
制
交
流

サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
で
の
被
害
が
増

え
て
い
る
こ
と
に
対
応
し
、
被
害
者

の
救
済
と
悪
質
な
投
稿
の
抑
止
を
図

る
。現

在
の
制
度
で
は
、
中
傷
の
書
き

込
み
を
し
た
投
稿
者
の
氏
名
や
住
所

が
開
示
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
事
業
者
に
は
そ
う
し
た
情
報
が

な
い
こ
と
も
多
い
。
こ
の
場
合
、
被

害
者
は
開
示
請
求
や
裁
判
な
ど
を
通

じ
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
事
業
者
か
ら
得
た
通
信

日
時
な
ど
の
情
報
に
基
づ
き
、
ネ
ッ

ト
接
続
業
者
（
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
）
に

も
追
加
で
開
示
請
求
や
裁
判
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

た
だ
電
話
番
号
な
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
事
業

者
が
保
有
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

く
、
番
号
か
ら
弁
護
士
照
会
で
本
人

が
特
定
で
き
る
た
め
、
手
続
き
に
か

か
る
時
間
や
コ
ス
ト
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
る
。

ネ
ッ
ト
上
の
中
傷
を
巡
っ
て
は
、

フ
ジ
テ
レ
ビ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
番
組

「
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
」
に
出
演
し
て
い

た
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
木
村
花
さ
ん
が
５

月
に
死
去
し
た
こ
と
を
受
け
、
総
務

省
が
対
策
の
検
討
を
加
速
。
今
後
は

新
た
な
裁
判
手
続
き
の
是
非
な
ど
を

検
討
し
、
年
内
に
最
終
取
り
ま
と
め

を
行
う
。

本
社
機
能
淡
路
島
へ
パ
ソ
ナ

パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ
が
東
京
都

に
あ
る
本
社
か
ら
経
営
企
画
や

人
事
、
財
務
、
経
理
な
ど
の
機

能
を
兵
庫
県
の
淡
路
島
に
９
月

か
ら
段
階
的
に
移
す
こ
と
が

日
、
分
か
っ
た
。
本
社
機
能
を

担
う
社
員
の
３
分
の
２
に
当
た

る
約
１
２
０
０
人
が
対
象
と
な

る
見
通
し
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
を
機
に
働
き
方

改
革
を
進
め
る
と
と
も
に
、
事

業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
観

点
か
ら
も
本
社
機
能
を
分
散
し

拠
点
を
見
直
す
。

２
０
２
４
年
５
月
末
を
め
ど

に
移
転
を
完
了
す
る
予
定
。
個

別
の
異
動
は
本
人
の
意
思
を
確

認
し
た
上
で
決
め
る
。
残
り
の

６
０
０
人
程
度
は
引
き
続
き
本

社
勤
務
と
な
る
。
パ
ソ
ナ
は
淡

路
島
で

年
か
ら
農
業
や
観
光

な
ど
の
地
域
活
性
化
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
神
戸
市
出
身

の
南
部
靖
之
代
表
は
今
春
か
ら

淡
路
島
で
執
務
を
し
て
お
り
、

社
員
も
数
十
人
が
既
に
働
い
て

い
る
。

淡
路
島
に
は
本
社
機
能
と
は

別
に
今
秋
か
ら
来
春
に
か
け

て
、
法
人
向
け
に
デ
ジ
タ
ル
化

を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点

を
新
設
す
る
予
定
と
い
う
。
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ふるさと納税に
国が 抜け道 ？
農水補助金活用 返礼品 量

過
度
な
競
争
再
燃

恐
れ

静
岡
県
焼
津
市
の
駿
河
湾
沿

岸
で
地
質
調
査
な
ど
を
し
た
と

こ
ろ
、
過
去
５
千
年
間
に
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
‖

‖
に
よ

る
津
波
に
４
回
襲
わ
れ
、
う
ち

１
０
９
６
年
の
永
長
東
海
地
震

と
１
４
９
８
年
の
明
応
地
震
で

は
、
海
底
で
生
じ
た
地
滑
り
に

よ
っ
て
被
害
が
増
大
し
た
可
能

性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た

と
、
静
岡
大
や
東
京
大
の
チ
ー

ム
が

日
、
発
表
し
た
。

チ
ー
ム
の
北
村
晃
寿
・
静
岡

大
教
授
（
古
環
境
学
）
は
「
海

底
地
滑
り
が
起
き
て
想
定
以
上

の
被
害
が
出
る
こ
と
を
考
慮
し

た
津
波
対
策
が
必
要
だ
。
調
査

を
続
け
、
地
滑
り
の
規
模
と
頻

度
を
明
ら
か
に
し
た
い
」
と
話

し
た
。

チ
ー
ム
は
２
０
１
５
年
か

ら
、
焼
津
市
浜
当
目
の

カ
所

で
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
し
、
採
取

し
た
津
波
堆
積
物
を
分
析
。
紀

元
前
３
０
０
０
年
以
降
、
４
回

の
津
波
の
痕
跡
を
見
つ
け
た
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
８

ク
ラ
ス
の
地
震
の
発
生
間
隔
は

〜
２
７
０
年
と
さ
れ
る
が
、

紀
元
前
３
０
０
０
〜
紀
元
後
１

０
０
０
年
の
約
４
千
年
間
で
確

認
で
き
た
津
波
は
、
紀
元
前
８

０
５
〜
紀
元
前
４
０
５
年
に
あ

っ
た
１
回
だ
け
。
か
つ
て
は
海

岸
か
ら
延
び
た
砂
の
防
波
堤
が

存
在
し
、
浸
水
を
防
い
で
い
た

と
み
ら
れ
る
。

一
方
で
永
長
東
海
地
震
以
降

の
約
４
０
０
年
間
に
、
永
長
東

海
、
正
平
（
康
安
）
、
明
応
の

３
回
の
地
震
に
よ
る
津
波
が
集

中
し
て
い
た
。

年
に
駿
河
湾

で
発
生
し
た
地
震
で
海
底
地

滑
り
が
観
測
さ
れ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
チ
ー
ム
は
永
長
東
海

地
震
で
海
底
地
滑
り
が
発
生
し

て
砂
の
防
波
堤
が
土
台
ご
と
破

壊
さ
れ
、
浸
水
し
た
と
結
論
付

け
た
。

古
文
書
に
は
、
明
応
地
震
で

も
海
底
地
滑
り
で
沿
岸
の
地
形

が
変
化
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ

せ
る
記
述
が
あ
る
。
明
応
地
震

後
は
、
再
び
海
岸
沿
い
に
防
波

堤
が
で
き
、
津
波
を
防
ぐ
よ
う

に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
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( )２０２０年(令和２年)９ １日(火曜日) ( )２０２０年(令和２年)９ １日(火曜日)


